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　本年度、めでたく満 100 歳の誕生日を
迎える町内の長寿者に、内閣総理大臣から
祝状と記念品、町からは表彰状などが贈ら
れました。
　９月 29 日（火）に、髙橋町長が訪問。祝
状などを手渡し、「これからも長生きして
ください」とお祝いの言葉をかけると、「あ
りがとうございます」と笑顔で長寿を喜ん
でいました。
　おめでとうございます。いつまでも元気
で笑顔でお過ごしください。

氏　

名　
　

年
齢　
　

地
区
名

北　
　

則
夫（
86
）　

千
光
寺

　
　

テ
ル
ヨ（
80
）

平
尾　

信
生（
88
）　

竹
の
熊

　
　

ノ
ブ
子（
84
）

佐
伯　

早
苗（
85
）　

新
町
３

　
　

登
美
子（
84
）

穴
井　

守　
（
81
）　

脇　

戸

　
　

セ
ツ
ヨ（
80
）

室
原　

誠
一（
84
）　

矢
津
田
上

　
　

カ
シ
子（
80
）

氏　

名　
　

年
齢　
　

地
区
名

後
藤　

男（
85
）　

上
杉
田
自
治
会

　
　

ナ
ツ
エ（
83
）

森　
　

義
光（
82
）　

鬼　

山

　
　

壽
美
子（
79
）

河
津　

哲
郎（
80
）　

地
蔵
原

　
　
　

弘
子（
79
）

佐
藤　

正
則（
83
）　

吉　

原

　
　

千
代
子（
79
）

日
野　

金
利（
83
）　

陣　

内

　
　

ミ
ツ
ヨ（
82
）

支
え
あ
い
、

手
を
取
り
歩
ん
だ
60
年

１００歳のご長寿を祝福

平成 27 年度１００歳表彰

　

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）
に
結
婚

し
、
今
年
結
婚
60
年
目
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
を
迎
え
た
町
内
10
組
の
ご
夫
婦

に
、
髙
橋
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
自
宅

で
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
後
に
は
、
結
婚
当
初

を
振
り
返
り
昔
の
話
に
花
を
咲
か
せ
る

ご
夫
婦
も
。
60
年
間
の
思
い
出
や
昔
話

に
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

昭和 30年の出来事
・１円硬貨発行、50 円硬貨
発行

・トヨタ自動車が「クラウン」
を発売

・自由民主党誕生　など

流行歌
・田舎のバスで／中村メイコ
・娘船頭さん／美空ひばり
　　　　　　　　　　など

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夫
婦
（
敬
称
略
）

行
政
区
・
年
齢
は
９
月
末
日
現
在

髙橋町長と河津フジノさん家族

河津フジノさん　大正５年　生まれ

GGGGGGGGGGGGGG
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　11 月中旬頃から、南小国町に住民票がある人への通知カードの発送が始まります。
　通知カードは、世帯ごとに簡易書留郵便で送付され、 個人番号カード交付申請書が同封されています。

　個人番号カードは、身分証明書や、インターネットによる税の申告などに利用できる便利なもので
すので、ぜひ申請をご検討ください。
　通知カードは大切なものですので、通知カードが届いたら紛失しないよう、大切に取り扱いをお願
いします。

　マイナンバー制度に便乗した詐欺などが、全国で多発しています。
　マイナンバーに関連して、役場や関係機関から、お金の振り込みを依頼することはありませんので、
不審な電話があった場合には、お金を振り込んだりせず、役場総務課☎（４２）１１１１までご連絡を
お願いします。

通知カード 個人番号カード

様　　式

記載内容
マイナンバー、氏名、生年月日、住所、性別

※顔写真はなし

≪表面≫氏名、生年月日、住所、性別、有効期限、

　　　　顔写真

≪裏面≫マイナンバー、氏名、生年月日

申　　請 不要
地方公共団体情報システム機構宛てに「個人番号カー

ド交付申請書」を送付

交付方法 住民票を有するすべての人に簡易書留郵便にて交付 役場町民課窓口にて交付

発　　行 平成 27 年 11 月中旬頃 平成 28 年１月から

有効期限 なし

発行日から申請者の 10 回目の誕生日まで

（20 歳未満は５回目の誕生日まで）

※電子証明書は５回目の誕生日まで

手 数 料
無料

※再交付手数料あり

無料

※再交付手数料あり

マイナンバーの通知カード発送が始まります！

マイナンバー制度ＳＴＡＲＴ!!

マイナンバーに便乗した詐欺等にご注意を！
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12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

み
な
さ
ん
は
エ
イ
ズ（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）っ

て
、
ど
ん
な
病
気
か
ご
存
知
で
す
か
？

　

エ
イ
ズ
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
主
な
感
染
経

路
と
し
て
、
性
行
為
に
よ
る
感
染
、
血

液
に
よ
る
感
染
、
母
子
感
染
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に

発
症
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
目
立
っ

た
症
状
が
現
れ
な
い
ま
ま
、
数
年
か
ら

十
数
年
後
に
発
症
に
至
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
ま

ま
、
皆
さ
ん
が
感
染
源
と
な
っ
て
感
染

を
広
め
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
早
い
段
階
で
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
、
発
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
阿
蘇
保
健
所
で
は
「
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
」
に
あ
わ
せ
、
通
常
の
検
査

日
に
追
加
し
て
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

結
果
は
採
血
後
、
約
１
時
間
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
特
例
検
査
日
時

平
成
27
年
12
月
１
日（
火
）

　

13
時
～
16
時

■
通
常
の
検
査
日
時

毎
週
水
曜
日　

13
時
～
16
時

毎
月
第
１
木
曜
日　

15
時
～
19
時

※
検
査
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
必
ず
予
約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

阿
蘇
保
健
所　

保
健
予
防
課

☎（
３
２
）０
５
３
５

子
育
て
広
場
「
ス
マ
イ
ル
」
開
催

　

今
回
は
身
体
測
定
と
栄
養
士
を
招
い

た
お
や
つ
作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

■
日
時

12
月
15
日（
火
）
午
前
10
時

■
対
象
者

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
場
所

管
理
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費

無
料

■
持
参
品

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み
物

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

中
東
呼
吸
器
症
候
群
が
発
生
し
て
い

る
中
東
諸
国
で
、
患
者
や
ラ
ク
ダ
と
接

触
し
た
人
は
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
検
疫
所
が
最
大
14
日
間
の
健
康

監
視（
※
）を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
健
康
監
視
と
は
、
検
疫
所
に
毎
日
体

温
な
ど
の
健
康
状
態
を
報
告
す
る
こ
と
。

■
症
状

　

感
染
し
て
か
ら
２
～
14
日
後
に
、
呼

吸
器
症
状
（
発
熱
や
咳
、息
切
れ
な
ど
）

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
感
染
し
て
も
症

状
が
現
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

■
治
療

　

特
別
な
治
療
方
法
や
ワ
ク
チ
ン
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
予
防
対
策

　

こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
咳
や
発
熱
な
ど
の

症
状
を
示
し
て
い
る
人
と
の
接
触
は
、

で
き
る
限
り
避
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

■
そ
の
他

・
ラ
ク
ダ
な
ど
、
動
物
と
の
接
触
や
殺

菌
さ
れ
て
い
な
い
乳
や
肉
の
喫
食
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

・
入
国
後
14
日
以
内
に
、
発
熱
や
咳
な

ど
の
呼
吸
器
症
状
が
み
ら
れ
た
人
は
、

速
や
か
に
電
話
に
て
最
寄
り
の
保
健
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所

☎（
３
２
）０
５
３
５

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
辛
く
感
じ
る
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
っ
た
病
気
に
罹
り
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。

　

病
気
に
罹
ら
な
い
た
め
に
も
、
こ
ま

め
な
手
洗
い
・
う
が
い
を
行
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
暖
か
い
服
装
を
す
る
と

い
っ
た
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
確
定
申
告
資
料
の
保
管

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、所
得
税
・

住
民
税
の
確
定
申
告
に
使
用
す
る
書
類

が
関
係
各
所
か
ら
郵
送
な
ど
で
お
手
元

に
届
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
確
認
と

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
書
類
の
例
】

・『
平
成
27
年
分 

給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
』

・『
平
成
27
年
分 

公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
（
葉
書
）』

・『
生
命
保
険
料
払
込
証
明
書
』

職
場
や
年
金
事
務
所
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
地
籍
調
査　

本
閲
覧

　

10
月
28
日（
水
）～
11
月
16
日（
月
）ま

で
の
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

ま
で
南
小
国
町
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

の
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、
第
20
期

地
籍
調
査
地
区
【
宇
柳
草
、
西
柳
草
、

薊
原
、南
薊
原
、小
原
、下
り
戸
、南
谷
】

の
本
閲
覧
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係

者
の
人
は
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生

活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）
お
よ

び
役
割
（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
適
正
・
公

平
な
課
税
お
よ
び
徴
収
の
実
現
に
向
け

た
国
税
庁
の
取
り
組
み
や
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
、

国
税
庁
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
（
ご
紹
介
し
ま
す　

税
の
役
割

と
税
務
署
の
仕
事
）
を
「
税
を
考
え
る

週
間
」
の
実
施
に
合
わ
せ
て
更
新
し
ま

す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
本
年
金
機
構
に
提
出
す
る
住
民
票

に
つ
い
て

　
「
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
な

ど
に
関
す
る
法
律（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）」

が
改
正
さ
れ
、
当
分
の
間
は
日
本
年
金

機
構
の
業
務
に
は
、
個
人
番
号
を
利
用

で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
に
対
し
て
、
年
金
請

求
の
手
続
き
な
ど
に
必
要
な
添
付
書
類

と
し
て
、「
住
民
票
」
を
提
出
さ
れ
る

場
合
に
は
、「
個
人
番
号
」
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

■
過
去
５
年
分
ま
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
可
能
で
す

　

今
ま
で
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
9

月
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
過
去
5
年

分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
後
納

制
度
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
年
金
額
を

増
や
し
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
で
年
金
を
受
給
で
き
な

い
人
が
、
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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【
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
】

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で

解
決
す
べ
き
問
題
で
す
！

◇
児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
‥

　
た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を
！

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
な
ど
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や

か
に
こ
れ
を
児
童
相
談
所
な
ど
へ
通
告

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
告
し
た
人
、
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
匿
名
で
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。

　

保
護
者
（
児
童
を
現

に
監
護
す
る
人
）
以
外

に
も
、
同
居
人
に
よ
る

虐
待
や
、
そ
の
行
為
を
保
護
者
が
放
置

す
る
行
為
も
児
童
虐
待
と
な
り
ま
す
。

【
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
１
８
９

※
24
時
間
対
応
、
最
寄
り
の
児
童
相
談

所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
児
童
虐
待
と
は
？

　

児
童（
18
歳
未
満
の
人
）に
対
し
て
保

護
者（
児
童
を
現
に
監
護
す
る
人
）が
次
の

よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し

く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト（
怠
慢
・
拒
否
）

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
重
い
病

気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か

な
い
な
ど

・
性
的
虐
待

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被

写
体
に
す
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
姉

妹
間
で
の
差
別
的
扱
い
な
ど

※
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
身
体

的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
と

そ
の
行
為
を
保
護
者
が
放
置
す
る
行
為

も
含
み
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
11
月

15
日
ま
で
全
国
一
斉
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
に

日
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
暖
房
機
器

が
恋
し
く
な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
日
常

の
生
活
を
振
り
返
り
、
日
頃
か
ら
火
災

の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

〇
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
し
な
い
。

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
物
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

〇
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
火
品
を

使
用
す
る
。

〇
火
災
を
小
さ
な
う
ち
に
消
す
た
め

に
、消
火
器
な
ど
を
設
置
し
て
お
く
。

〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

定
期
異
動

　

10
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
の
定
期

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
異
動
す
る
職
員

　

穴
井　

吉
近
（
通
信
指
令
課
）

　

宮
崎　

達
信
（
中
部
消
防
署
）

　

木
山　

貴
文
（
救
急
救
命
九
州
研
修
所
入
校
）

◎
異
動
し
て
き
た
職
員

　

杉
本　

英
二
（
消
防
２
課
）

　

木
村　

彰
宏
（
消
防
２
課
）

　

宮
川　

将
一
（
消
防
１
課
）

新
職
員
紹
介

　

平
成
27
年
度
に
採
用
さ
れ
た
北
部
管

内
出
身
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

・
室
原　

優
正
（
小
国
町
出
身
）

消
防
学
校
初
任
科（
前
期
）を
卒
業

し
、
中
部
消
防
署
へ
配
属

・
穴
井　

綾
悟
（
小
国
町
出
身
）

中
部
消
防
署
か
ら
消
防
学
校
初
任
科

（
後
期
）へ
入
校

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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10
月
10
日（
土
）に
熊
本
県
教

育
委
員
会
主
催
に
よ
る
熊
本
県

人
権
子
ど
も
集
会
が
パ
ー
ク

ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

聞
記
事
に
よ
る
と
約
８
５
０
０

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
本

町
か
ら
は
17
人
の
小
中
学
生
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
繋（
つ

な
ぐ
・
つ
な
が
る
・
つ
な
げ
る
）」

を
テ
ー
マ
に
人
権
学
習
な
ど
の

取
り
組
み
と
成
果
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
上
天
草
市
立
龍
ケ

岳
小
学
校
５
年
生
26
人
が
「
ア

イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
、
思
い
や
り
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
」
の
取
り
組
み
を
発
表

し
ま
し
た
。「
い
っ
し
ょ
に
し

よ
う
。
あ
り
が
と
う
。」
な
ど

の
優
し
い
言
葉
を
使
う
こ
と

で
、
お
互
い
に
あ
っ
た
か
く
な

る
。
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
津
町
立
大
津
北
中

学
校
の
代
表
15
人
が
、
東
日
本

大
震
災
後
、
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
募
金
活
動
な

ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。「
福
島
を
一
人
ぼ
っ

ち
に
し
な
い
」
を
合
い
言
葉
に

相
馬
市
や
南
相
馬
市
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
を
続
け
て
い
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
国
高
校
２
年
生

の
西
本
翔
君
が
学
習
会
や
劇
団

光
座
へ
の
参
加
を
通
し
て
「
自

分
の
考
え
を
深
め
、
成
長
で
き

た
。」
と
発
表
し
ま
し
た
。
西

本
君
と
は
、光
座
の
公
演
の
時
、

同
じ
場
面
に
出
演
し
た
仲
間
な

の
で
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

ど
き
ど
き
し
な
が
ら
聞
き
ま
し

た
。
落
ち
着
い
て
、
堂
々
と
発

表
し
た
西
本
君
の
姿
に
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
た
一

つ
た
く
ま
し
く
な
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

　

全
体
活
動
と
し
て
、「
世
界

が
ひ
と
つ
に
な
る
ま
で
」
の
歌

を
手
話
を
交
え
な
が
ら
参
加

者
全
員
で
合
唱
し
た
後
、
集
会

ア
ピ
ー
ル
文
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ

る
差
別
を
な
く
す
熊
本
県
人

権
子
ど
も
集
会
ア
ピ
ー
ル
文

　

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会
ア

ピ
ー
ル
文
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

や
い
じ
め
を
な
く
し
て
い
く
た

め
に
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
差
別

や
い
じ
め
を
な
く
し
て
い
こ
う

と
い
う
強
い
思
い
を
も
っ
て
、

私
た
ち
の
未
来
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。最
近
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
差
別
や
い

じ
め
を
受
け
て
苦
し
み
、
自
分

の
身
体
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ま
わ
り
を
見
て
く
だ
さ
い
。
差

別
や
い
じ
め
で
苦
し
ん
で
い
る

人
、
泣
い
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
？
自
分
の
言
葉
で
友
だ
ち

を
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
ま

せ
ん
か
？
う
わ
さ
や
陰
口
を
確

か
め
も
せ
ず
に
信
じ
て
は
い
ま

せ
ん
か
？

　

差
別
や
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
、〝
友
だ
ち
の
こ
と
を

知
る
こ
と
〟と
い
う
こ
と
で
す
。

人
は
一
人
一
人
生
ま
れ
た
場
所

も
違
え
ば
、
顔
や
身
長
、
考
え

方
も
違
い
ま
す
。
ま
た
で
き
る

こ
と
や
苦
手
な
こ
と
も
違
い
ま

す
。「
こ
の
人
と
は
考
え
が
あ

わ
な
い
か
ら
」「
よ
く
知
ら
な

い
か
ら
」
と
、
は
じ
め
か
ら
決

め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、「
こ

の
人
は
、
ど
う
し
て
こ
う
い
う

考
え
を
も
つ
の
か
な
」「
こ
の

人
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
だ
ろ

う
」
と
友
だ
ち
の
こ
と
を
理
解

す
る
こ
と
、
知
る
こ
と
で
、
自

分
の
見
方
や
考
え
方
が
変
わ
る

と
思
い
ま
す
。

　

友
だ
ち
の
こ
と
を
知
る
た
め

に
、
ま
ず
、
友
だ
ち
と
話
し

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
昨

日
な
に
し
て
た
？
」「
最
近
元

気
な
い
け
ど
何
か
あ
っ
た
？
」

た
っ
た
一
言
で
も
、
相
手
の
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

話
し
を
す
る
う
ち
に
、
や
さ
し

い
言
葉
か
け
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
り
、
相
手
の
良
い
と
こ

ろ
を
み
つ
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
時

に
は
意
見
が
あ
わ
ず
ケ
ン
カ
に

な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
は
お
互
い

に
相
手
の
こ
と
を
わ
か
ろ
う
と

努
力
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。・
・
・
・
・
・
後
略
・
・
・

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

140

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
い
と
感
じ
る
社
会
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

熱心に聞き入る参加者
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小
国
公
立
病
院
看
護
学
生
奨

学
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て
紹
介

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
国
公
立
病
院
で
は
、将
来
、

看
護
師
と
し
て
地
域
医
療
に
携

わ
る
こ
と
を
目
指
す
学
生
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
奨
学
金
の
貸

与
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
看
護
師
を

目
指
す
皆
さ
ん
の
学
生
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
卒
業
後
ま
た
は

卒
業
後
５
年
以
内
に
当
院
で
看

護
職
員
と
し
て
一
定
期
間
お
勤

め
頂
く
と
返
済
が
全
額
免
除
さ

れ
る
と
て
も
有
利
な
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
概
要
は
、
下

の
と
お
り
で
す
。

　

近
年
、
当
院
は
深
刻
な
看
護

師
不
足
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
私
た
ち
の
病
院
で
勤

務
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
高
校
生
や
看
護
学
生
の

皆
さ
ん
、
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
国
公

立
病
院
事
務
局
に
お
願
い
し
ま

す
。 看

護
学
生
奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

小
国
公
立
病
院　

事
務
局
長　

穴
井　

淳
二

≪制度の概要≫
◆対 象 者　看護大学・看護短期大学・看護師養成施設に入学予定または在学中の人

で、免許取得後、当院の看護職員として勤務を希望する人

◆貸 与 額　月額５万円

◆貸与期間　貸与を決定した月から在学している養成施設を卒業する月まで

◆返還免除　当院で勤務した期間の月数が奨学金の貸付けを受けていた期間の月数に

達したとき返還が免除されます。

◆応募方法及び書類

　看護学生奨学金貸付申請書（様式第１号）

　添付書類　　①在学証明書

　　　　　　　②学校（養成施設）推薦書 ( 様式第 2 号 )

　　　　　　　③住民票の写し（世帯全員のもの）

　　　　　　　④履歴書

　　　　　　　⑤印鑑登録証明書（連帯保証人 2 名のもの）

〈骨疾患のＣＴとＭＲＩの使い分け〉

　ＣＴはＸ線を使用しています。レントゲ
ン検査で骨などの重なりで見えにくい時に、
３Ｄ（立体画像）で回転させて、肋骨骨折や
複雑骨折などを表現します。
　ＭＲＩは磁気を利用して、体内の水素原
子（水、脂肪に多く含まれる）の量を解析
して画像にしていますので、脊椎の圧迫骨
折、レントゲン検査やＣＴで診断出来ない
時の股関節骨折や骨腫瘍などに有用です。
　ＣＴは短時間ですが放射線被爆があり、Ｍ
ＲＩは被爆しませんが、30 分程度時間が掛
かり、ペースメーカー装着などで検査が出来
ない場合もあります。患者さんの疾患や状
態に合わせた適切な検査を選択しています。

～新任医師紹介～

前田　顕子　（まえだ　あきこ）
　生年月日　昭和 61 年 6 月 10 日
　出 身 地　熊本県熊本市
　専門分野　総合診療・一般内科
　趣　　味　料理
小国の人、自然、温泉、食べ物、全部大好きです。
３ヶ月という短い期間ですが、よろしくお願いし
ます。

小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１
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中
体
連
駅
伝
競
走
大
会

　

10
月
20
日（
火
）中
体
連
駅
伝
競
走
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
を
目
標
に
、選
手
そ
れ
ぞ

れ
が
一
生
懸
命
な
走
り
や
思
い
を
襷
に

込
め
て
、最
後
ま
で
諦
め
な
い
走
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、

男
子
が
１
時

間
９
分
46
秒

の
タ
イ
ム
で

２
位
入
賞
。

女
子
が
53
分

45
秒
の
タ
イ

ム
で
10
位
で

し
た
。
し
か

し
、
最
後
ま

で
し
っ
か
り

走
り
抜
く
姿
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

男
子
１
区
の
佐
藤
映
斗
君
、６
区
ア
ン

カ
ー
の
田
苗
孝
啓
君
が
意
地
を
見
せ
て

の
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

「
結
」
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
第
一
歩

　

10
月
25
日（
日
）学
習
成
果
発
表
会

「
南
中
文
化
の
日
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

劇
・
学
年
合
唱
・
意
見
発
表
会
な
ど

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
仲
間
と
し
て

つ
な
が
り
合
う
こ
と
、
相
手
の
思
い
や

痛
み
に
気
づ
き
、
共
感
し
互
い
に
支
え

合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
る
取

り
組
み
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
が
テ
ー
マ
に
も
あ
る
、

「
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
第
１
歩
」
で
す
。

　

今
後
、
南
中
文
化
の
日
の
取
り
組
み

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
で
実
践
で
き
た
ら
さ
ら
に
素

晴
ら
し
い
南
中
の
伝
統
と
文
化
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

進
路
講
演
会

　

10
月
２
日（
金
）、
進
路
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
佐

藤
由
美
さ
ん

を
迎
え
、
夢
や

目
標
に
向
か
っ

て
挑
戦
す
る
こ

と
、
努
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
話
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
自

分
自
身
の
今
ま
で
の
生
活
を
見
つ
め
直

し
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
き
っ
か
け
を
も
っ
た
様
子
で

し
た
。

交
通
安
全
講
習
会

　

10
月
14
日（
水
）、
単
車
通
学
生
と
１

年
生
自
転
車
通
学
生
に
対
す
る
実
技
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
小
国
警
察
署
の
皆
さ

ん
よ
り
、
体
育
館
に
て
交
通
確
認
テ
ス

ト
を
行
っ
た
後
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
実
技
講
習
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
講
習
会

を
受
け
た
こ
と
で
、

生
徒
と
た
ち
は
安

全
意
識
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
安
全
点
検
を

行
う
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

10
月
16
日（
金
）、進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
や
専
門

学
校
の
先
生
、
公

務
員
の
皆
さ
ん
や

一
般
企
業
で
働
か

れ
て
い
た
皆
さ
ん

を
講
師
に
お
招
き

し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
進
路
希
望
に
応
じ
て

講
話
や
講
義
を
受
け
、
実
際
に
大
学
で

学
ぶ
内
容
や
、
就
職
す
る
に
あ
た
っ
て

の
心
構
え
な
ど
を
講
師
の
皆
さ
ん
か
ら

聴
く
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
の
意
識
が
将

来
に
向
か
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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９
月
19
日（
月
）、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
で
は
小
国

郷
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
を
審
査
し
、
畜
産
の
さ
ら
な
る
改
良
、
発
展
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

発
育
状
況
や
健

康
状
態
な
ど
を
審

査
し
、
出
品
部
門

ご
と
に
順
位
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
小
国
町
か
ら

も
多
く
の
受
賞
者

が
あ
り
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
受
賞
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

10
月
１
日（
木
）
に
、
市
原
小
学
校
と
中
原
小
学

校
の
児
童
が
、
10
月
23
日（
金
）
に
は
り
ん
ど
う
ヶ

丘
小
学
校
の
児
童
が
、
中
原
の
県
道
・
南
小
国
上
津

江
線
で
工
事
が
進
む
、
新
中
原
ト
ン
ネ
ル
を
訪
れ
、

掘
削
現
場
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

中
原
小
学
校
で
は
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

20
人
が
工
事
担
当
者
か
ら
ト
ン
ネ
ル
内
部
を
案
内
し

て
も
ら
い
、掘
削
機
械
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
長
２
６
６
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
１
９
１
メ
ー
ト

ル
ま
で
掘
削
が
進
ん
だ
最
深
部
で
は
、
ト
ン
ネ
ル
を

掘
る
機
械
が
動
く
様
子
も
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

中原トンネル見学

ＪＡ阿蘇小国郷
畜産共進会

中原小学校の生徒

受
賞
者
（
敬
称
略
）

１
部　

褐
毛
和
種　

子
牛
の
部

　
　
　
　

名
誉
賞
主
席　

宮
崎
雄
矢　

は
る
ひ
め
（
下
城
）

　
　
　
　

優
秀
賞
主
席　

宮
崎
良
久　

き
く
（
中
原
）　

２
部　

褐
毛
和
種　

育
成
牛
の
部

　
　
　
　

名
誉
賞
主
席　

大
塚
嘉
久　

し
げ
み
つ
（
満
願
寺
）

　
　
　
　

名
誉
賞
次
席　

宮
崎
良
久　

は
な
こ
（
中
原
）

　
　
　
　

優
秀
賞
主
席　

大
塚
嘉
久　

た
か
に
し
き
（
満
願
寺
）

　
　
　
　

優
秀
賞
次
席　

佐
藤
幸
春　

さ
く
ら
六
（
満
願
寺
）

３
部　

黒
毛
和
種　

子
牛
の
部

　
　
　
　

名
誉
賞
主
席　

佐
藤
幸
春　

ふ
く
９
２
（
満
願
寺
）

　
　
　
　

優
秀
賞
主
席　

渋
谷
睦
雄　

こ
は
る
（
北
里
）

４
部　

黒
毛
和
種　

育
成
牛
の
部

　
　
　
　

名
誉
賞
主
席　

原
山
貢　

ひ
さ
ひ
め
（
宮
原
）

　
　
　
　

優
秀
賞
主
席　

原
山
貢　

よ
し
ざ
く
ら
（
宮
原
）

５
部　

経
産
牛
の
部

　
　
　
　

名
誉
賞
主
席　

大
森
秀
信　

う
き
ほ
し
（
満
願
寺
）

　
　
　
　

優
秀
賞
主
席　

佐
藤
清
光　

て
つ
し
げ
５
（
満
願
寺
）

６
部　

肥
育
牛
の
部

　
　
　
　

名
誉
賞
主
席　

橋
本
泰
蔵　

光
平
安
（
上
田
）

　
　
　
　

優
秀
賞
主
席　

永
江
義
信　

緑
（
上
田
）

優
秀
賞
次
席　

永
江
義
信　

し
げ
ゆ
り
（
上
田
）

審査中



広報きよら 2015.11
11

広報きよら 2015.11
11

　

10
月
９
日（
金
）、
小
田
温
泉
芋
煮
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
寒
空
の
下
、
訪
れ
た
人

に
暖
か
い
芋
煮
鍋
や
ホ
ク
ホ
ク
の
里
芋
焼
、

か
っ
ぽ
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
白
い
息
が
あ
ち

こ
ち
で
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
波
野
横
堀
神
楽
の
舞
が
披
露
さ

れ
た
り
、吹
奏
楽
や
歌
唱
に
耳
を
傾
け
た
り
、

和
太
鼓
集
団
の
演
奏
や
ひ
ょ
っ
と
こ
の
登
場

に
盛
り
上
が
り
、
終
始
ス
テ
ー
ジ
に
注
目
し

て
い
ま
し
た
。

　

会
場
の
方
に
目
を
向
け
る
と
寒
さ
を
忘
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
盛
況
で
、
皆
さ
ん
思
い

思
い
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
早
く
も
来

年
の
開
催
を
待
ち
遠
し
く
思
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
優
秀
な
治
山
・
林
道
工
事
や
木
材

を
使
用
し
た
優
秀
な
治
山
・
林
道
工
事
、
林
道

の
維
持
管
理
の
優
秀
な
路
線
を
表
彰
す
る
、「
熊

本
県
治
山
・
林
道
工
事
等
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
大
仁
産
業
の
俵

一
幸
さ
ん
、
川
上
誠
一
郎
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
俵
さ
ん
は
、「
民
有
林

治
工
事
の
部
門
の
賞
を
頂
き
、
と
て
も

光
栄
に
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
部
門
で
は
、
県
か
ら
推
薦
さ
れ

た
12
件
が
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
さ
れ
、
う
ち
5

件
が
受
賞
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

治山・林道工事等コンクール  受賞！

受賞した俵さん（右）と川上さん（左）

小田芋煮会
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たくさんのバザーもありました！

テープカットのようす

　

10
月
16
日（
金
）、
南
小
国
の
秋

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
き
よ

ら
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の

は
、町
内
３
保
育
園
の
子
ど
も
達
。

獅
子
舞
や
太
鼓
、
中
原
楽
な
ど
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
吉
原
神

楽
や
扇
地
区
の
盆
踊
り
、
丸
太
切

り
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
抽
選

会
な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
終
始
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
バ
ザ
ー
も
行

わ
れ
、
秋
の
味
覚
た
っ
ぷ
り
の
お

こ
わ
や
煮
し
め
、
だ
ん
ご
な
ど
の

手
作
り
の
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
大
自
然
の
恵
み
に
感
謝

し
て
、
南
小
国
の
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
26
日（
土
）、
５
月
か
ら
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
「
南
小
国

町
新
庁
舎
」
の
落
成
式
典
が
催
さ
れ
、
設
計
・
工
事
関
係
者
や
来
賓
な

ど
が
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

正
面
玄
関
で
髙
橋
町
長
と
来
賓
ら
13
人
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
た
後
、
庁
舎
ホ
ー
ル
を
会
場
に
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。
県
選
出
国

会
議
員
ら
も
お
祝
い
の
挨
拶
を
行
い
、
地
元
産
木
材
を
使
用
し
た
大
型

公
共
建
築
の
完
成
に
対
し
、
木
材
活
用
促
進
へ
の
期
待
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
り
ん
ど
う
唱
歌
の
会
」
に
よ

る
ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
い
初
め
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

秋の大祭 きよら祭り

新庁舎落成式

アユのつかみ取り

ミニ SL 乗車会３園合同のダンス♪

会場はたくさんの人でにぎわった

中原楽
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10
月
16
日（
金
）、
南
小
国
の
秋

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
き
よ

ら
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
の

は
、町
内
３
保
育
園
の
子
ど
も
達
。

獅
子
舞
や
太
鼓
、
中
原
楽
な
ど
を

元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
吉
原
神

楽
や
扇
地
区
の
盆
踊
り
、
丸
太
切

り
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
抽
選

会
な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
終
始
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
バ
ザ
ー
も
行

わ
れ
、
秋
の
味
覚
た
っ
ぷ
り
の
お

こ
わ
や
煮
し
め
、
だ
ん
ご
な
ど
の

手
作
り
の
商
品
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
も
大
自
然
の
恵
み
に
感
謝

し
て
、
南
小
国
の
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

秋の大祭 きよら祭り

秋
晴
や
豆
の
選
別
老
の
手
で　
　
　
　
　
　
　

河
津　

靑
山

歩
く
径
一
日
一
日
に
秋
深
む　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

仂
け
る
事
が
倖
せ
秋
髙
し　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

散
歩
路
の
落
葉
を
踏
め
ば
柔
か
し　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

草
刈
り
の
奉
仕
作
業
や
曼
珠
沙
華　
　
　
　
　

上
島　

敬
次

芋
水
車
役
目
の
終
え
し
井
手
の
縁　
　
　
　
　

本
田　

高
幹

靜
寂
の
時
の
流
る
ゝ
菜
虫
取
る　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

立
秋
と
聞
く
や
昨
日
と
違
う
風　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

コ
ス
モ
ス
の
し
な
や
か
に
揺
れ
蝶
誘
う　
　
　

日
隈　

初
美

阿
蘇
の
野
に
竜
胆
の
花
点
々
と　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

麗
し
く
零
れ
る
さ
ま
の
白
い
萩　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

扇集落の盆踊り吉原神楽での一部

福引き大会

丸太切り大会

カラオケ大会優勝者 !!



広報きよら 2015.11
14

○
入
園
説
明
会

　

南
小
国
町
立
保
育
園
の
入
園

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
認
定
申
請
書

や
入
園
申
込
書
の
書
き
方
や
添

付
書
類
の
こ
と
、
町
の
子
育
て

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

都
合
の
良
い
時
間
帯
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
説
明
会
場
所
・
日
時

　

管
理
セ
ン
タ
ー
１
階

　

11
月
19
日（
木
）

　
　

１
回
目 　

午
前
10
時
～

　
　

２
回
目 　

午
後
２
時
～

■
そ
の
他

・
年
度
途
中
入
園
を
ご
希
望
の

人
は
今
回
の
受
付
期
間
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
園
基
準
に
該
当
し
て
い
て

も
各
園
の
定
員
な
ど
に
よ
り

入
園
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
保
育
料
は
税
額
に
応
じ
た
階

層
区
分
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

○
入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
南
小
国
町
立
保
育

園
の
入
園
申
し
込
み
を
次
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
在
園
児
に
つ
い
て

は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
園
を

通
じ
、
説
明
会
以
降
に
申
請
書

を
配
付
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

11
月
19
日（
木
）～

12
月
11
日（
金
）

■
申
込
先

・
役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

・
町
内
各
保
育
園

（
申
込
書
・
各
園
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。）

・
市
原
保
育
園
（
定
員
90
人
）

☎（
４
２
）０
１
３
５

・
中
原
保
育
園
（
定
員
20
人
）

☎（
４
２
）１
４
５
３

・
黒
川
保
育
園
（
定
員
30
人
）

☎（
４
４
）０
１
５
０

■
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

町
臨
時
職
員（
保
育
士
）募
集

　

南
小
国
町

立
保
育
園
で

は
臨
時
保
育

士
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

保
育
士
資
格
を
有
し
て
い
な

い
人
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で

す
の
で
、
健
康
で
子
ど
も
が
好
き

な
人
は
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

健
康
で
子
ど
も
が
好
き
な
人

（
保
育
士
資
格
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
有
資
格
者
は
優
遇

さ
れ
ま
す
）。

■
必
要
書
類（
申
込
書
な
ど
）

　

役
場
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

応
募
さ
れ
た
場
合
は
、
書
類

審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
り
採
用

を
決
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
時
間
や
賃
金
な

ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推

進
月
間
」
で
す

　

毎
年
11
月
を
「
児
童
虐
待
防

止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

集
中
的
な
広
報
・
啓
発
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、親
な
ど
に
よ
る
子
ど

も
の
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。「
す
べ
て
の

児
童
は
、心
身
と
も
に
、健
や
か

に
う
ま
れ
、育
て
ら
れ
、そ
の
生

活
を
保
障
さ
れ
る
」
と
児
童
憲

章
に
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

す
べ
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受

け
ず
に
、健
や
か
に
成
長
で
き

る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９

※
連
絡
者
や
相
談
内
容
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
可
能
で
す
。

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

11
月
27
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

議
長
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

保
育
園
入
園
説
明
会
・
申
し
込
み
に
つ
い
て

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も
熊本県最低賃金が改定されました。
時間額６９４円（平成 27 年 10 月 17 日から）

この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者に適用
されます。
■問い合わせ　熊本労働局労働基準部賃金室　

☎０９６（３５５）３２０２
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Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
ん
だ

電
気
機
器
を
探
し
て
い
ま
す

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器（
変

圧
器
、家
庭
用
を
除
く
照
明
用

安
定
器
な
ど
）を
使
用
ま
た
は

保
管
し
て
い
る
と
き
は
、Ｐ
Ｃ
Ｂ

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
届
出
が

必
要
で
す
。あ
な
た
の
事
業
所
の

電
気
室
、キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、倉
庫

な
ど
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
の
有
無
は
機
器

メ
ー
カ
ー
や
中
間
貯
蔵
・
環
境

安
全
事
業（
株
）の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
判
別
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
も
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
届
出
を
行
う
と

と
も
に
、
適
正
に
保
管
・
処
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
な

ど
は
通
常
の
産
業
廃
棄
物
と
し

て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

不
法
投
棄
や
不
適
正
な
方
法
で

処
分
し
た
場
合
は
廃
棄
物
処
理

法
に
基
づ
き
厳
し
く
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所　

☎（
３
２
）０
５
３
５

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ

ん
か

　

農
業
者
年
金
は
、
年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
60

歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被

保
険
者（
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
あ
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。

　

農
業
者
年
金
は
次
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
範
囲
内
で
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

見
直
し
が
可
能
で
す
。

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
と
な
り
、

節
税
に
な
り
ま
す
。

・
受
け
取
る
農
業
者
年
金
は
公

的
年
金
な
ど
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
39
歳
ま
で
に
加
入
し

た
場
合
は
認
定
農
業
者
で
あ
る

な
ど
の
要
件
を
満
た
せ
ば
国
の

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
林
課
）

☎（
４
２
）１
１
１
４

募集種目
陸上自衛隊高等工科学校生徒

自衛官候補生（男子）
推薦（約60人） 一般（約260人）

受験資格
中学校卒業（見込含）17歳未満の男子

18歳以上～27歳未満
※推薦の場合、中学校長の推薦などが別途必要

受付期間
11月１日（日）～
12月４日（金）　

11月１日（日）～
平成28年１月８日（金）

11月９日（月）～
11月26日（月）　

試験日
平成28年１月９日（土）～
11日（月）の指定する１日

１次：平成28年１月23日（土）

12月６日（日）２次：平成28年２月４日（土）
～７日（日）の指定する１日

試験種目等
口述試験

筆記試験（作文含む）
身体検査

国・社・数・理・英（択一式）
作文（500字程度） 国・数・社及び作文（700字）

身体検査
口述検査口述検査

身体検査

試験地 神奈川県
阿蘇

健軍駐屯地
未定

平成 28年度入校　自衛官募集
　現在、下記の表のとおり自衛官を募集しています。自衛官を
目指す人や自衛官について興味をお持ちの人は、資料請求な
どお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ
　自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地域事務所

　☎（２２）４５７５
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町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
助

成
事
業
の
受
付
を
終
了
し
ま
す

　

南
小
国
町
商
工
会
が
発
行
す

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

購
入
に
対
す
る
助
成
事
業
の
申

請
受
付
を
12
月
18
日（
金
）に
終

了
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
限

12
月
18
日（
金
）ま
で

■
対
象
者

　

平
成
27
年
３
月
31
日
時
点
の

住
民
で
あ
る
就
学
前
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯

■
助
成
金
額

　

商
工
会
が
発
行
す
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
１
セ
ッ
ト

（
販
売
額
１
万
円
）
の
購
入
に

対
し
、
２
千
円
。
た
だ
し
１
世

帯
当
た
り
の
上
限
は
、
世
帯
当

た
り
の
就
学
前
の
子
ど
も
の
数

に
２
千
円
を
乗
じ
た
額
。

■
申
請
方
法

　

商
工
会
で
購
入
時
、
対
象
者

へ
通
知
済
み
の
申
請
書
の
確
認

欄
に
領
収
印
を
押
し
て
も
ら

い
、
役
場
福
祉
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

下
田　

高
明  
様  

東
京
都
品
川
区

坂
根　
　

徹  
様  
大
阪
府
茨
木
市

井
上　

繁
徳  

様  
兵
庫
県
神
戸
市

久
保　
　

亘  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

山
田
雄
太
郎  

様  

東
京
都
大
田
区

嶋
崎　

理
沙  

様  

滋
賀
県
大
津
市

関
根　
　

薫  

様  

神
奈
川
県
藤
沢
市

松
ヶ
谷
正
志  

様  

東
京
都
立
川
市

高
橋　
　

誠  

様  

広
島
県
広
島
市

小
長
井
英
生  

様  

静
岡
県
静
岡
市

中
嶋　

耕
朗  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

今
井　

誠
司  

様  

愛
知
県
東
郷
町

大
浦　

洋
見  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

松
田
美
由
紀  

様  

東
京
都
杉
並
区

森
定　

妙
子  

様  

兵
庫
県
三
田
市

大
塚　
　

聖  

様  

千
葉
県
浦
安
市

広
瀬　

典
弘  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

安
藤　

豪
志  

様  

東
京
都
港
区

永
田　

耕
一  

様  

東
京
都
江
東
区

北
川　

尚
広  

様  

北
海
道
旭
川
市

山
崎　
　

寿  

様  

長
崎
県
長
崎
市

平
野　

太
郎  

様  

東
京
都
目
黒
区

大
倉
智
恵
美  

様  

埼
玉
県
桶
川
市

渡
邊　

一
史  

様  

神
奈
川
県
海
老
名
市

清
水　

憲
二  

様  

岡
山
県
倉
敷
市

金
田　

成
宗  

様  

岐
阜
県
北
方
町

北
川　

隆
憲  

様  

大
阪
府
吹
田
市

齋
藤　

光
信  

様  

大
分
県
中
津
市

蔦
宗　

直
人  

様  

滋
賀
県
大
津
市

湯
浅
哲
之
輔  

様  

東
京
都
豊
島
区

太
田　

正
佳  

様  

大
阪
府
大
阪
市

大
山　

育
男  

様  

神
奈
川
県
横
須
賀
市

伊
藤　

秀
明  

様  

宮
城
県
仙
台
市

加
藤　

直
人  

様  

東
京
都
北
区

古
田
唯
可
留  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

穐
吉
麻
美
子  

様  

東
京
都
北
区

福
永　

一
典  

様  

滋
賀
県
近
江
八
幡
市

高
木　

良
憲  

様  

福
岡
県
宇
美
町

田
澤　

克
紀  

様  

新
潟
県
長
岡
市

安
月　

重
人  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

能
本　

秀
樹  

様  

東
京
都
北
区

宮
本　
　

孟  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

木
下　

理
恵  

様  

大
阪
府
富
田
林
市

湊　
　
　

浩  

様  

京
都
府
京
都
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

和
田　

公
介　

様　

森　

園

佐
藤　

静
男　

様　

竹
の
熊

麻
生
リ
ツ
子　
様　

和
田
下

北
里　

一
雄　

様　

陣
の
前

藤
澤　

る
み　

様　

菊
池
市

北
里
多
寿
子　

様　

杉
田
下

竹
部　
　

悟　

様　

白　

川

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

南
小
国
町
連
合
婦
人
会　
様

河
津　

典
夫　
様　

矢
田
原

南
小
国
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
一
同　
様

大
野
木
朝
子　
様　

上
町
3

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

ひひ

い
か
い
か

か
ん
か
ん ひひ

つつ

よ
ま
わ

よ
ま
わ

え
ら
え
ら

か
ん
し
ん

か
ん
し
ん

か
ん
ど
う

か
ん
ど
う

大
丈
夫
だ
よ

大
丈
夫
だ
よ

消
防
団

の
オ
レ
が

い
れ
ば
火
事

な
ん
て
…

消
防
団

の
オ
レ
が

い
れ
ば
火
事

な
ん
て
…

こ
ん
ば
ん
は

き
よ
ら
ス
ち
ゃ
ん

夜
回
り
偉
い
ね

こ
ん
ば
ん
は

き
よ
ら
ス
ち
ゃ
ん

夜
回
り
偉
い
ね

す
ご
〜
い
！

感
心
し
て

感
動
し
た
わ
!!

す
ご
〜
い
！

感
心
し
て

感
動
し
た
わ
!!

も
〜
、ま
た

そ
ん
な
事

言
っ
て
…

も
〜
、ま
た

そ
ん
な
事

言
っ
て
…

怒
り
に

火
が
付
い
た

感
じ
だ
わ
…

怒
り
に

火
が
付
い
た

感
じ
だ
わ
…

く
う
き
か
ん
そ
う

よ
ぼ
う

た
い
せ
つ

き
せ
つ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

ゆ
だ
ん

き
け
ん

し
ょ
う
ぼ
う
だ
んか

じこ
と

い
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11/
9月

秋の火災予防週間　～15日
新町ピンコロリ会　13：30～　新町集会所
高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原地区

10 火

11 水
乳児健診　13：00～13：15受付　開発センター
きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺温泉館
市原保育園防火パレード 10：00～　市原町内
高齢者ミニデイサービス　13：30～　馬場地区

12 木 認知症カフェ「ひとよこい」　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横旧院長宅

13 金
高齢者健康づくり教室   14：00～16：00  湯夢プラザ
第30回史跡探訪ウォーキング  8：50～  管理センター
高齢者ミニデイサービス　9：30～　下中原地区

14 土

15 日 小国郷見守りフェスタ　第８回小国郷福祉講演会
　　13：15～16：00　ＪＡ阿蘇小国郷中央支所２階

16 月 高齢者ミニデイサービス　13：30～　中中原地区

17 火

18 水 高齢者ミニデイサービス　13：30～　志津地区

19 木

１歳６ヶ月児健診　13：00～13：15受付
　　　　　　　　　　　　　　　　開発センター
保育園入園説明会　①10：00～　②14：00～
　　　　　　　　　　　　　　　　管理センター
高齢者ミニデイサービス　9：30～　ＴＳＴ地区
高齢者ミニデイサービス　13：30～　里組地区

20 金 高齢者ミニデイサービス　13：30～　星和地区
さくら荘ミニデイサービス　13：30～　さくら荘

21 土

22 日

23 月 勤労感謝の日

24 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
（育児相談・身体測定・きららカフェ）  参加費100円

25 水

26 木
きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　　 13：30～15：30   管理センター
認知症カフェ「ひとよこい」　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横旧院長宅

27 金 高齢者健康づくり教室  14：00～16：00  湯夢プラザ
定期法律相談　13：30～　役場議長室

28 土 ふれあい昼食会　11：45～　管理センター

29 日

30 月 固定資産税　第４期納期限
国民健康保険税　第６期納期限

12/
1火 子育て広場き☆ら☆ら・ぬくもり

　合同クッキング会　9：00～　管理センター

2 水 乳児健診　13：00～13：15受付　開発センター

3 木

4 金
出張年金相談※要予約
　　　　　　10：00～15：00　小国町開発センター
　申込先：熊本東年金事務所　☎096-367-2503

5 土

6 日 きよら人権デー　9：00～　管理センター

7 月

8 火

9 水 特設人権相談　10：00～15：00　管理センター
きよら元気クラブ　9：30～　満願寺温泉館

10 木 １歳児健診　13：00～13：15受付　管理センター

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー 11月・12月平成27年

戸
籍
の
窓

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

9
／
24　

和
田　
幸
子（
82
）新
町
３

9
／
25　

佐
藤　
シ
メ（
82
）竹
の
熊

10
／
4　

麻
生　
健
一（
75
）和
田
下

10
／
5　

北
里　
亀
義（
85
）陣
の
前

10
／
6　

北
里　
良
尚（
81
）杉
田
下

10
／
6　

河
野
偉
貴
夫（
79
）扇　

上

10
／
14　

宮
野　
始　
（
90
）矢
ヶ
部

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（9月30日現在）

　男　　2,001人
（＋４）

　女　　2,266人
（＋１）

　計　　4,267人
（＋５）

世帯数　1,763世
帯

（＋５）
※（ ）は前月比

【編集後記】
最近、気温がぐっと下がり、
葉もいろづき秋らしい日にな
りました。
表紙の写真は、そんな秋を感
じるような「サツマイモ掘り」
をしている様子です。写真を
撮っていると、小学生が掘り
たてのサツマイモを持ってき
て見せてくれたり、話したり
しながら楽しく写真を撮るこ
とができました。（Ｃ）
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おいしい給食は、保護者の皆さんからの給食費で作られています。

BIRTHDAY
   H

A
PPY

10月
生まれ
希望者
のみ
掲載

北　　光牙 くん
こうこう がが

26.10.10生

　（父）裕司郎さん

　（母）紀子さん

いつも元気な光牙君。お姉ちゃん、お
兄ちゃんに負けないように大きくなっ
てね。

千光寺

松﨑　瑠杏 ちゃん
あんあんるる

26.10.11生

　（父）敬之さん

　（母）きよみさん

笑顔がとっても可愛い瑠杏ちゃん。妹
思いのにいにとずっと仲良く元気に
育って下さい。

赤馬場

作り方
①さつまいもは、皮をむかずに一口大に切る。こんにゃく、いんげんは１ｃｍ角切り、にしておく。大豆も含め、
全ての材料はそれぞれゆでて火を通す。
②カツオ節とだしこんぶで出し汁をとっておく。
③鍋に、出し汁にAを加えて煮立たせて、ゆでて熱いままの①を加え、さつまいもの角が取れる程度に混ぜ合
わせればできあがり。

◎学校給食メニュー
　さつまいもと大豆のごま酢あえ
◎学校給食メニュー
　さつまいもと大豆のごま酢あえおうち　　　給食おうち　　　給食

作って食べよう★作って食べよう★

材料（10人分）
さつまいも
刺身こんにゃく
水煮大豆
いんげん
　カツオ節
　だしこんぶ
　水
　　白ねりごま
　　白すりごま
　　砂糖
　　酢
　　こいくちしょうゆ

　
250g（中1本）

120g
80g
20g
2g
0.5g
130cc
小さじ2

大さじ1と1/3
大さじ1と1/3
大さじ1と1/3
小さじ2と1/3

　10月15日（木）～11月15日（日）の１ヶ月間限定
で、普段は立入禁止区域のマゼノ渓谷を一般開放し
ています。
　マゼノ牧野共有組合のメンバーが夏の間に遊歩
道を整備。マゼノ渓谷の見所である滝まで、駐車場
から500メートル遊歩道が続いています。紅葉を眺
めながら、滝までゆっくり歩いていくことで、秋を感じ
ることができると思います。

　入場料（大人200円、
小人100円）がいります
が、期間限定の開放で
すので、是非訪れてみて
ください。

「マゼノ渓谷」開放中！！

A
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